
（
１
）
患
者
は
正
し
い
知
識
を
持
た
な
け
れ
ば

結
核
と
立
ち
向
か
う
こ
と
は
出
来
な
い

田
邉
一
雄
は
明
治
二
十
四
年
二
八
九
一
）
十
二
月
二
十
八
日
、
横

浜
市
中
区
花
咲
町
に
生
ま
れ
た
。
父
冨
治
郎
は
岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町

の
出
身
で
あ
る
。
自
力
で
私
立
の
自
牧
学
校
を
創
り
、
自
ら
校
長
と
し

て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
田
邉
一
雄
は
七
人
兄
弟
の
二
番
目
に
生
ま
れ

た
長
男
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
四
月
、
一
雄
は
神
奈
川
県
立
第
一
中
学
校
に
入
学
す

例
会
抄
録

特
別
講
演

田
邊
一
雄
と
複
十
字
会
活
動

医
族
生
協
早
稲
田
診
療
所
川
遥
正
忠

’
九
九
五
年
九
月
例
会
は
神
奈
川
地
方
会
第

七
回
学
術
大
会
と
合
同
で
、
さ
る
九
月
三
十
日
、

神
奈
川
県
医
師
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
神

奈
川
地
方
会
の
慣
例
に
し
た
が
っ
て
特
別
講
演

（
招
待
講
演
）
が
行
わ
れ
た
の
で
、
一
般
講
演

（
三
題
）
と
と
も
に
そ
の
抄
録
を
掲
載
す
る
。

（
編
集
委
員
会
）

る
。
中
学
三
年
の
時
に
左
胸
が
強
く
痛
み
、
肋
膜
炎
と
言
わ
れ
た
。
官

庁
の
仕
事
を
夜
間
に
手
伝
い
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
科
に
進
学
し
た
。

小
田
原
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
入
社
す
る
。
早
速
箱
根
三
牧
橋
発
電
所

の
建
設
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
箱
根
須
雲
川
か
ら
水
を
ひ
き
、
日
本
で
は
珍

し
い
水
塔
を
つ
く
る
た
め
苦
労
し
た
。
や
が
て
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る

と
間
も
な
く
、
箱
根
登
山
鉄
道
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
鉄
路
の
複
雑

な
設
計
と
計
算
に
引
き
続
き
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
正
八
年
正
月
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
欠
勤
し
自
宅
で
休
ん

で
い
る
時
だ
っ
た
。
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
大
雪
の
た
め
決
壊
し
た

か
ら
、
直
ぐ
に
現
場
を
見
に
来
て
く
れ
」
と
工
夫
が
迎
え
に
来
た
。
雪

ま
じ
り
の
横
殴
り
の
雨
で
、
よ
う
や
く
目
的
地
に
辿
り
着
く
。
破
損
は

大
き
く
、
冷
え
き
っ
て
し
ま
っ
た
体
は
身
動
き
出
来
な
い
ほ
ど
に
疲
れ

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
高
熱
が
続
き
咳
、
疾
、
盗
汗
が
始
ま
る
。
近
所

の
医
師
は
往
診
し
て
く
れ
た
が
、
肺
結
核
と
は
言
わ
ず
に
、
一
ヵ
月
も

薬
を
飲
ん
だ
が
熱
は
下
が
ら
な
か
っ
た
。
小
田
原
で
信
望
が
高
い
医
師

が
い
る
と
い
う
の
で
、
診
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
江
良
元
三
郎
医
師

は
診
察
し
た
後
で
「
肺
結
核
と
肋
膜
炎
で
、
長
期
の
安
静
が
必
要
で
あ

る
」
と
説
明
し
た
が
、
正
し
い
療
養
が
出
来
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。
色
々
な
雑
誌
、
薬
の
宣
伝
で
誤
り
を
繰
り
返
し
た
。
七

月
十
九
日
に
は
大
喀
血
を
し
て
瀕
死
の
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
朝
か

ら
出
始
め
た
血
液
は
止
ま
ら
ず
、
医
師
も
家
族
も
諦
め
て
い
る
の
が
分

か
っ
た
。
友
人
に
教
え
ら
れ
て
、
医
学
博
士
原
栄
の
「
肺
病
予
防
療
養

教
則
」
を
手
に
入
れ
、
読
み
始
め
た
。
原
医
師
は
、
初
め
て
系
統
的
に

［
大
気
安
静
療
法
］
を
日
本
に
紹
介
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
書
物
を
読
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ん
で
早
速
藤
椅
子
を
買
い
、
静
臥
を
進
め
快
適
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

大
正
十
一
年
四
月
、
宮
沢
九
万
象
司
祭
に
よ
り
洗
礼
を
受
け
、
精
神

的
に
も
安
定
し
、
次
第
に
結
核
療
養
者
の
た
め
の
人
生
を
歩
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
る
。
大
正
十
一
年
十
一
月
新
潮
社
か
ら
茂
野
吉
之
助
著

の
『
肺
病
に
直
面
し
て
」
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

療
法
に
つ
い
て
の
明
快
な
紹
介
と
確
固
と
し
た
洞
察
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
茂
野
は
石
炭
統
制
会
の
理
事
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
結
核
に

罹
患
し
、
帰
国
し
た
人
で
あ
る
。
田
邉
は
ま
す
ま
す
結
核
を
治
す
啓
蒙

の
仕
事
を
発
足
さ
せ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
ま
た
そ
の
頃
吉
木
三

郎
を
知
る
よ
う
に
な
る
。

大
正
十
二
年
一
月
三
日
、
吉
木
は
小
田
原
の
田
邉
を
訪
ね
出
版
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
同
年
三
月
一
日
に
『
療
養
生
活
」
第
一
号
五
○
○

部
が
発
行
さ
れ
た
。
田
邉
は
「
結
核
を
理
解
さ
せ
る
方
針
と
同
病
相
憐

れ
む
の
気
持
ち
を
持
っ
て
進
も
う
」
と
い
う
創
刊
の
言
葉
を
記
し
て
い

る
。
当
初
は
療
養
生
活
社
の
社
名
で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
自
然
療
養
社

と
改
め
茂
野
の
［
安
静
と
運
動
に
つ
い
て
］
の
原
稿
も
詩
上
に
発
表
し

て
い
る
。
田
邉
は
「
最
新
自
然
療
法
指
導
書
』
を
書
き
上
げ
、
肺
病
黎

明
運
動
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

（
Ⅱ
）
結
核
患
者
自
身
が
自
覚
し
て
創
っ
た
自
然
療
養
社
の
活
動

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
関
東
大
震
災
が
起

こ
り
自
然
療
養
社
も
大
き
な
被
害
を
受
け
る
。
輸
送
途
中
で
出
版
物
や

パ
ン
フ
が
焼
か
れ
、
療
養
生
活
の
出
版
業
務
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

が
、
二
カ
月
後
に
は
仕
事
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
然
療
養
社

は
通
信
指
導
に
力
を
入
れ
、
会
員
に
な
っ
た
者
に
は
指
導
書
六
巻
と
療

養
生
活
誌
を
送
り
、
結
核
に
対
す
る
啓
蒙
運
動
を
発
展
さ
せ
た
。
熱
心

な
同
志
が
集
ま
り
事
業
に
参
加
し
た
。
大
正
十
三
年
二
月
に
は
代
理
部

が
大
阪
市
難
波
に
誕
生
し
た
。
療
養
に
必
要
な
品
々
を
多
数
購
入
し
て

会
員
に
販
売
し
た
。
乳
酸
菌
飲
料
水
、
療
養
日
記
帳
、
静
臥
椅
子
な
ど

は
、
大
変
に
喜
ば
れ
た
。
代
理
部
は
順
調
に
売
れ
行
き
を
伸
ば
し
た
。

「
わ
れ
わ
れ
療
養
者
は
医
者
ま
か
せ
の
他
力
本
願
で
は
決
し
て
治
ら
な

い
。
患
者
自
身
が
肺
病
を
理
解
し
て
、
自
ら
治
す
気
持
ち
に
な
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
…
」
と
田
邉
は
書
い
て
い
る
。

け
れ
ど
社
会
の
肺
病
に
対
す
る
偏
見
は
強
か
っ
た
。
当
時
の
多
く
の

苦
労
話
の
中
か
ら
、
小
西
長
英
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
小
西
は
宮
大
工

を
し
て
い
た
が
、
日
赤
病
院
で
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
山
田
の
親
元
へ

帰
る
。
高
熱
が
続
く
よ
う
に
な
る
。
お
金
も
使
い
果
た
し
た
の
で
、
家

族
の
世
話
に
な
ら
な
い
自
然
療
法
で
病
気
を
治
す
決
心
を
す
る
。
無
言

と
安
静
療
法
を
開
始
し
た
。
食
物
は
握
り
飯
に
薬
缶
い
っ
ぱ
い
の
水
と
、

新
聞
紙
で
く
る
ん
で
も
ら
う
お
か
ず
で
あ
る
。
疾
は
疾
壺
に
取
り
、
煮

沸
し
て
便
所
に
捨
て
た
。
血
疾
と
高
熱
は
何
カ
月
も
下
が
ら
な
か
っ
た

が
半
年
を
過
ぎ
下
火
に
な
る
。
家
族
の
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
箱
車
を

作
り
、
川
の
土
手
に
行
か
せ
て
も
ら
う
。
箱
の
中
に
人
が
捨
て
て
あ
る

と
騒
ぎ
に
な
り
、
別
居
中
の
妻
は
恥
さ
ら
し
だ
と
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

四
年
目
か
ら
熱
や
血
疾
も
取
れ
体
調
が
回
復
し
て
き
た
の
で
ゞ
そ
ろ

そ
ろ
歩
行
練
習
を
始
め
る
。
暑
く
な
る
と
場
所
を
松
林
の
中
に
移
し
て

み
た
。
次
に
考
え
た
こ
と
は
自
分
で
食
べ
て
い
く
こ
と
だ
。
自
活
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
下
駄
の
歯
入
れ
を
二
～
三
時
間
や
っ
て
食
べ
て
い
け
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る
よ
う
に
な
る
。
富
田
浜
の
知
人
を
頼
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
、
無
銭

で
転
地
を
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
箱
車
を
手
押
し
車
に
し
、
歯
入

れ
の
注
文
を
も
ら
っ
て
は
、
先
へ
進
ん
だ
。
川
の
堤
や
墓
地
は
寝
心
地

が
良
か
っ
た
。
お
客
が
あ
れ
ば
何
日
で
も
泊
ま
り
津
の
町
へ
出
た
。
途

中
巡
査
に
と
が
め
ら
れ
事
情
を
話
す
と
、
「
な
に
っ
肺
が
悪
い
、
死
な
ん

よ
う
に
せ
い
」
と
励
ま
さ
れ
た
。
食
事
が
す
め
ば
疾
壺
を
煮
沸
し
、
肥

溜
め
に
空
け
る
。
作
業
が
終
わ
れ
ば
安
静
を
し
、
疲
れ
を
取
っ
た
。
彼

は
体
力
が
で
き
る
に
従
い
、
肺
病
患
者
に
奉
仕
す
る
人
生
を
送
っ
た
。

（
Ⅲ
）
縦
養
ホ
ー
ム
の
使
命
と
、

社
会
の
誤
り
を
批
判
し
た
回
復
者
た
ち

そ
の
頃
僚
友
が
集
ま
っ
て
自
然
療
養
が
で
き
た
ら
と
い
う
、
希
望
が

実
っ
て
実
現
し
た
の
が
療
養
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
本
社
の
近
く
の
家
を

借
り
、
近
く
の
主
婦
が
賄
い
を
し
て
く
れ
た
。
療
養
下
宿
の
草
分
け
と

言
っ
て
良
か
ろ
う
。
入
所
者
は
両
方
で
十
五
名
に
な
っ
た
。
一
カ
月
五

十
五
円
の
安
さ
の
上
に
、
毎
週
一
回
江
良
元
三
郎
医
師
が
来
診
し
、
僚

友
た
ち
は
愉
快
に
規
律
的
な
生
活
を
送
っ
た
。
そ
う
し
た
時
に
結
核
患

者
が
小
田
原
に
来
る
と
、
避
暑
客
が
嫌
が
る
の
で
止
め
さ
せ
て
欲
し
い

と
、
近
所
の
人
が
苦
情
を
言
い
、
新
聞
も
嫌
が
ら
せ
を
書
き
立
て
た
の

で
、
つ
い
に
大
正
十
四
年
七
月
で
二
つ
の
ホ
ー
ム
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
自
然
療
養
社
の
や
っ
た
こ
と
は
医
師
た
ち
か
ら
は
イ
ン
チ
キ

扱
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
民
間
療
法
の
情
報
を
読
者
か

ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
一
二
四
件
が
集
ま
り
立
派
な
研
究
と
な
っ
た
。
戦

後
丸
山
博
教
授
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
、
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
、

医
学
二
の
一
四
五
ペ
ー
ジ
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
二
年
八
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
、
田
邉
は
自
然
療

法
の
講
習
会
を
開
い
た
。
講
師
と
し
て
額
田
豊
医
師
と
茂
野
吉
之
助
を

お
願
い
し
、
会
員
は
静
臥
椅
子
で
演
壇
に
足
を
向
け
て
集
ま
っ
た
。
昭

和
二
年
十
月
に
は
結
核
に
関
す
る
新
聞
広
告
を
衣
笠
樵
夫
が
ま
と
め
て

『
療
養
生
活
」
に
発
表
し
た
。
誇
大
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
は
新
聞
の

道
義
に
反
す
る
と
申
し
入
れ
た
が
、
経
営
に
目
の
く
れ
る
新
聞
社
に
は

通
じ
な
か
っ
た
。
東
京
朝
日
、
東
京
口
々
、
大
阪
朝
日
、
大
阪
毎
日
な

ど
の
大
新
聞
社
の
名
前
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
紹
介
さ
れ
た
民
間
療
法

と
し
て
は
人
骨
、
か
わ
う
そ
の
肝
、
石
油
、
硫
酸
、
蚤
取
り
粉
、
犬
の

糞
、
い
ぼ
た
む
し
、
蛆
虫
、
金
魚
の
目
玉
、
な
め
く
じ
等
多
数
の
い
か

が
わ
し
い
品
名
と
売
薬
百
余
種
、
不
当
な
信
仰
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

溺
れ
る
者
は
藁
を
も
掴
む
病
人
の
心
理
は
何
処
の
国
に
も
あ
る
。
け
れ

ど
こ
れ
に
付
け
入
る
悪
徳
商
人
や
え
せ
宗
教
家
の
行
為
は
、
決
し
て
許

せ
る
も
の
で
は
な
い
。

や
が
て
結
核
予
防
デ
ー
が
毎
年
四
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
見
れ
ば
、
当
時
の
結
核
予
防
協
会
で

さ
え
結
核
に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
が
良
く
分
か
る
［
肺
結
核
患
者
は
間

接
的
殺
人
者
］
［
肺
病
の
痕
は
火
の
な
き
爆
裂
弾
］
な
ど
で
、
世
間
に
恐

怖
心
を
与
え
る
だ
け
の
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
比
べ
自
然
療
養
社
は

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ル
を
発
売
し
、
療
養
歌
留
多
を
会
員
か
ら
の
応
募
で

作
り
結
核
の
正
し
い
啓
蒙
運
動
を
続
け
て
い
っ
た
。
そ
の
幾
つ
か
を
紹

介
す
る
。
［
急
が
ば
回
れ
日
々
の
安
静
］
［
よ
く
働
く
者
は
よ
く
休
め
］

［
鯛
よ
り
鰯
、
安
価
な
栄
養
］
な
ど
充
実
し
た
内
容
で
、
味
の
あ
る
も
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の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ま
た
自
然
療
養
社
の
十
周
年
を
記
念
し
て
大
正
十
三
年
か
ら
、
遠
藤

柳
太
郎
が
僚
友
訪
問
を
行
い
非
常
に
歓
迎
さ
れ
た
。
田
邉
一
雄
よ
り
五

歳
年
上
で
あ
っ
た
茂
野
吉
之
助
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
張
中
、
喀
血
を
し

帰
国
し
小
田
原
で
療
養
し
て
い
た
。
［
た
っ
た
一
人
の
黎
明
運
動
］
を
思

い
立
ち
、
著
書
に
『
肺
病
に
直
面
し
て
』
な
ど
が
あ
る
。
多
士
済
々
の

自
然
療
養
社
に
さ
ら
に
西
須
諸
次
の
味
方
が
お
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な

喜
び
で
あ
っ
た
。
本
名
は
和
達
清
夫
で
地
震
学
専
門
の
理
学
博
士
で
、

多
忙
な
研
究
生
活
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
同
病
愛
の
気
持
ち

か
ら
サ
イ
ス
モ
ロ
ジ
［
地
震
学
］
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
主
婦
の
友
」
や

『
療
養
生
活
』
誌
に
執
筆
を
重
ね
て
い
る
。
次
に
［
あ
く
迄
希
望
あ
れ
］

の
一
部
を
記
し
て
み
る
。

「
或
る
者
は
に
ん
に
く
を
食
べ
て
全
快
し
、
或
る
者
は
何
も
療
養
し
な

い
で
全
快
し
た
。
み
ん
な
事
実
（
フ
ァ
ク
ト
）
だ
。
吾
々
は
事
実
に
幻

惑
さ
れ
る
の
は
止
め
よ
う
。
自
分
た
ち
で
科
学
的
に
判
断
し
て
、
療
養

方
針
を
樹
立
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
事
実
は
我
々
に
貴
い
教
訓
を
教
え

る
。
・
・
・
」

複
十
字
の
マ
ー
ク
は
結
核
撲
滅
運
動
を
意
味
す
る
万
国
共
通
の
旗
印

で
あ
っ
て
、
自
然
療
養
社
が
結
核
回
復
者
の
団
体
を
［
複
十
字
会
］
と

命
名
し
た
の
は
創
立
当
初
で
あ
っ
た
が
、
正
式
の
総
会
は
昭
和
七
年
九

月
二
十
五
日
、
東
洋
軒
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
二
府
五
県
に

わ
た
り
二
十
八
名
で
あ
っ
た
。
［
結
核
回
復
者
は
結
核
体
験
者
と
し
て
、

自
分
の
健
康
保
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
僚
友
を
慰
め
授
け
る
こ
と
、

自
己
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
］
を
目
的
と
し
た
。

そ
の
後
複
十
字
会
総
会
は
毎
年
十
月
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

（
Ⅳ
）
療
養
者
の
生
き
る
姿
勢
か
ら
、
患
者
学
を
考
え
る

結
核
療
養
者
に
は
医
療
関
係
者
や
衛
生
行
政
者
が
考
え
る
医
療
や
患

者
の
概
念
と
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た
立
派
な
問
題
意
識
が
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
。
し
か
も
両
者
に
介
在
す
る
生
き
る
姿
勢
と
使
命

感
の
大
き
な
違
い
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
う
え
で
、

無
視
し
て
は
い
け
な
い
大
切
な
鍵
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

言
っ
て
み
れ
ば
社
会
に
対
す
る
強
い
責
任
感
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ

つ
（
》
Ｏ

私
は
幸
い
に
し
て
軽
症
で
あ
っ
た
が
、
重
症
の
結
核
で
瀕
死
の
状
態

に
追
い
込
ま
れ
た
体
験
を
も
つ
、
先
輩
た
ち
の
優
し
い
し
か
も
辛
抱
強

い
生
き
方
に
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。
今
日
で
は
老
後
の
生
き
方
に
つ
い
て

の
大
切
な
教
訓
を
学
び
取
り
た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
患
者
学
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
視
点
に
触
れ
て
終
わ
り
に
し

た
い
。
私
が
高
齢
者
の
人
間
学
的
な
別
の
面
に
目
が
開
け
た
動
機
に
は

次
の
三
つ
が
あ
る
。
一
つ
は
父
田
邉
一
雄
が
肺
病
を
患
い
、
新
し
く
結

核
を
撲
滅
す
る
社
会
活
動
を
回
復
者
同
志
で
や
り
と
お
し
た
こ
と
で
あ

る
。
二
つ
に
は
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
、
老
人
自
身
の
も
つ
能
力
と
生

き
る
姿
勢
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
対
応
の
誤
り
で
あ
る
。
第
三
は
ア
ー
ュ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
医
学
で
語
ら
れ
る
、
人
生
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
と
、
体

質
、
気
候
、
年
輪
に
よ
り
微
妙
に
加
減
す
る
養
生
法
と
、
患
者
自
身
が

医
療
や
健
康
の
主
体
者
で
あ
る
と
す
る
捕
ら
え
方
の
知
恵
を
学
ん
だ
こ

と
で
あ
っ
た
。
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献
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茂
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版
。
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』
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著
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自
然
療
養
社
。
「
療
養
者
の
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づ
る
日
本
の
肺
病
』

和
達
清
夫
編
著
、
結
核
予
防
会
、
複
十
字
会
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
論
文
を
謹
ん
で
父
田
邉
一
雄
と
複
十
字
会
に
捧
げ
る

（
平
成
七
年
九
Ⅱ
例
会
）

明
治
十
六
年
熱
海
に
療
養
中
の
右
大
臣
岩
倉
具
視
は
熱
海
が
気
に
入

り
、
離
宮
と
肺
病
患
者
の
為
の
療
養
所
の
建
設
を
計
画
し
た
。
当
時
熱

海
に
湯
治
に
来
る
肺
病
患
者
が
多
く
、
風
光
明
媚
な
地
に
害
毒
を
及
ぼ

す
事
を
心
配
し
、
患
者
を
一
か
所
に
集
め
指
導
し
治
療
す
る
療
養
所
が
、

宮
内
省
と
内
務
省
の
共
同
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
間
欠
泉
と
し
て

噴
出
す
る
大
湯
の
良
質
、
豊
富
な
湯
量
を
利
用
し
て
、
そ
の
蒸
気
を
患

者
に
吸
入
さ
せ
る
方
法
を
考
え
た
。
岩
倉
は
腹
心
の
宮
内
省
御
用
係
肥

田
浜
五
郎
、
内
務
省
衛
生
局
長
長
与
專
斎
、
後
藤
新
平
に
建
設
を
命
じ

た
。
肥
田
は
今
井
半
太
夫
か
ら
大
湯
の
隣
の
地
所
を
宮
内
省
に
献
納
し

て
も
ら
い
取
締
役
と
し
た
。
長
与
は
衛
生
局
員
に
内
部
の
施
設
を
整
え

き
ゅ
』
っ
き
カ
ン

熱
海
鳴
汽
館

尺

次

郎

さ
せ
、
保
管
は
静
岡
県
が
当
た
る
こ
と
と
し
た
。

明
治
十
七
年
六
月
建
物
は
完
成
し
、
十
八
年
二
月
業
務
を
開
始
し
た
。

初
代
浴
医
長
は
神
内
由
己
で
静
岡
県
が
月
俸
一
二
○
円
で
招
聰
し
た
。

後
に
温
泉
療
法
に
熱
心
な
中
浜
東
一
郎
も
浴
医
長
と
な
っ
た
。

明
治
十
九
年
一
月
に
は
改
良
を
加
え
、
器
械
装
置
の
増
設
、
吸
気
室

の
整
備
を
行
っ
た
。
主
眼
は
温
泉
蒸
気
の
吸
入
で
、
大
湯
が
噴
出
す
る

度
に
蒸
気
を
吸
気
室
に
導
き
鋼
鉄
製
の
烏
籠
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
蒸

気
を
密
閉
し
、
そ
れ
に
孔
を
あ
け
て
パ
イ
プ
を
付
け
、
口
を
つ
け
て
蒸

気
を
吸
入
し
た
。
別
に
浴
室
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
、
状
態
に
応
じ

て
入
浴
さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ
た
ス
ピ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ど
最

新
式
の
器
械
器
具
を
備
え
、
測
候
所
も
付
設
し
て
い
た
。
各
温
泉
宿
に

逗
留
し
て
い
る
患
者
の
希
望
に
応
じ
て
吸
気
や
治
療
の
方
法
を
指
示
し

た
。
温
泉
場
取
締
所
が
館
内
に
あ
り
、
衛
生
に
関
す
る
業
務
を
取
り
扱

っ
た
。
付
属
の
大
湯
遊
泳
場
の
設
備
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
利

用
す
る
病
人
や
浴
客
か
ら
診
察
費
や
料
金
を
徴
収
し
て
経
費
を
賄
っ

た
。

明
治
二
十
四
年
四
月
宮
内
省
に
移
管
し
て
御
料
局
長
か
ら
温
泉
業
者

一
同
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
が
、
大
正
九
年
火
災
で
消
失
し
た
。
小
生
の

曾
祖
父
尺
振
八
が
こ
こ
で
療
養
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

該
当
し
た
文
献
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

（
平
成
七
年
九
月
例
会
）
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